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新工法紹介 P暮p-S工法
一止水性柱列式土留壁工法-

は じめに

PIP工法は無振動 ･無騒音という長所をもった場所

打 ぐい工法として数多く実績をもってきた｡ Lか L従来

のPIP工法は柱列武士留壁 として用いる場合,いわ畑

る乱 ぐい状態 となulJt問の接触が完全でないことかあり

止水件に難点があった｡この様な場合,止水注入等に頼っ

ていたが工期およびコストに問題があった｡

PIp-S工法はこのような欠点を補 うために開発さ

れた工法である｡PIP工法の長 所はそのままにLて,

同じく無 振動 ･無騒音工法であるMIP工法を組み合せ

て止水′性柱列土傑壁を提供するものである｡

PIp-SとはPIp-StophI･.水件pIP)の略で

ある｡

PIp-S工法 とは
従来のPIPか乱 ぐい状態 となる原因は (いの鉛直誤

差 (傾斜)によるものであるO装-;FEY..品質管理, 施工技

術等の改号'(I,-'によi欄暮テ度は向上 しているが十分でない. こ

れを補 う方法として

(イ),従来のPiPを千鳥状又は直列にラップ施工する

(ロ),オーガ-引上げ時に税関にセメントペース トをジェ

ットグラウ トする方法

(,),オーか､-引上げ時に径を大きくして隣接 ぐいとラッ

プさせる方法

などがある｡

(イ)の方法はオ-グーが隣接 ぐいから逃げる傾 向があり,

かえって精度は低下する｡(ロ)の方法はすでに実用化さiL

実施例もあるが地質が硬い場合,杭問に異物がある場合

はジェットグラウ トの効果に疑問かあるC

今臥 開発したPIp-S工法は(,,)に属するものでこ

の方法によると削孔時は隣接 ぐいとラップしないので従

来のPIPぐいの打設精度は確保でき引上げ時に誤差に

相当する量だけ拡径を行い隣接 ぐいと確実にラップした

くいを施工できる｡

概略の方法はオーガーの先端に開閉自在な拡大刃を設

汁,削孔後地中でこiLを拡大 し隣接 ぐいを削 りながらラ

ップ施工する(図-1参照)o

詳細な施工川酎字は次のとお i)である(図-2参照)O

(1).オ-7T一径(¢45cm)よf)若干大 きい間隔(50C111)で打

設 した先行 ぐいの間を削孔する｡

(2),所定の深度まで削孔 した後,地中で拡大刃を開 く (

拡大径75cm)

図-1 PIp-S工法概念図(2) (3)

図-2 PIp-S工法櫨二に順序

(3),オーガ､-ヘ ッドよI)モルタル,拡大刃よりセメントペ

-ストを吐出しながら回転して引上げる｡この操作に

より拡大刃は隣接 ぐいを削 りとi)ながらPIPぐい (

¢45cm)の外周にMIP (ペーストと地山のソイルコ

ンクリ- ト外径75cm)を形成する.

(4),鉄筋亀又は形鋼を挿入する｡

(括弧内数値は試験施工時のもの)

装 置

装帯は大きく分けてくい打櫓,混合プラント,削孔注

入機構からなる｡

くい打櫓は通常のPIP工法と同様のものを用い,秩

良,施工性などから機種を選ぶ｡混合プラントは計義器,

ミキサー,アジテ-タ-,ポンプなどからなりモルタル

用およびペ-スト用の2系統を用意するO

削孔注入機構は ドリルモ-タ-,持殊 3番スイーベル,

オーガ-.拡大刃およびオーガー- ッドからなるOオー

ガーはモルタルおよびペーストを注入するため 2重中空

229



i準‡松姓設技織 VOL.2

翠-1 PIp-S工法装置 写-2 拡大刃､(油圧により
開閉自在､オーガ-荏

450m､拡大径750品)
軸とし,さらに軸の外側に拡大刃駆動用の油圧配管を施し

ているo

拡大刃は写養-2に示す構造で油圧により開閉自在である｡
PIp-S工法の特徴

(1),廉価な止水性土留壁工法で薬注などの補助工法が不

要である｡

(2),無振動,無騒音工法である｡

(3),強力な拡大刃をもつため軟弱地盤から硬質地盤まで

適用できる｡

平 面
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(4),杭間に異物等があっても確実なラップ施工ができる｡

(5),軟弱な地盤でも連中壁のような孔壁崩壊の懸念がな

いO

(6),従来のPIPではモルタルの脱水によt)鉄筋寵挿入

が不可になることかあったかPIp-Sの場合,外周に

M 工Pがあるため脱水の心配がない｡

(7),杭間接触部に強度があるため軸圧縮力に対抗できる｡

例えば,切梁のない円形立坑が可能である｡
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P祝とは従来のPIP枕

図-4 試験施工 (い打設計画図
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写-3 試験打設した､PIP…Sぐい
(深さ5'n付近､ラップ施工の状態がよくわかる)

試験施工および結果

本工法の施工性,止水性等を確認するため地下水位の

高い砂層 (図-3)を選んで試験施工を図-4のとおり

行った｡

その結果,

(丑,杭の仕上り状態は良好で止水性も完全であった｡

②,杭の強度はMIPで 106-295kg/cm!,PIPで 2

03-417kg/cmz(28日一軸圧縮強度,深度2.5-4.5mで

採取したコア-¢5cmによる)であったO

③,オーガーの引上げ速度は毎分50cm程度がよい (オー

ガー回転数16.5rpmのとき)

(㊨,オーガー トルクの負荷電流は切削 トルクとよく-致

し,これによって隣接杭の切削状態すなわちラップ施工

の状態をよく管理できる｡

⑤,PIPの打設順序は,あらかじめPIP又はPIp

-S杭を発行して,その杭間にPIp-Sを打設する方

法がよい (図-4に示すp-S,叉はS-Sの方法)0

などがわかり､当初の開発目標を十分満足することカミで

きた｡

写黄-3は深さ5m付近のもので,くいの仕上 り状態お

よびラップ施工の状態がよくわかる｡

むすび

従来の連続壁が泥水を使用して,その廃液が問題とな

っているが,本工法は泥水を使用することなく,滞水砂

層において強度, 止水性とも良好な結果を得ることがで

きた.今後共,研究 ･開発を続行して,より優れた無公

害止水壁工法を完成させたい｡

【問い合せ先】

技術研究部土木技術課


